
- 3 -

の進め方を指導する。

具体的には，単元のオリエンテー

ションにおいて，その運動領域で高ま

る体力について考えさせ，意識させた

上で準備運動や体ほぐし運動，技能を

高めるための補助運動を実施する。毎

時間の終末時には，体力つくりカード

に記入させ，活動を振り返らせる。ま

た，教師は，児童の実践を見守り，助

言や賞賛などの言葉掛け等を行う。

④ 「評価」

まず，体力の「伸び」を確かめさせ

るために測定を行う。次に成果を確認

するとともに，これまでの取組を振り

返らせ，個に応じて目標や計画の修正

や変更をさせる。

(3) 視点３「教師の個に応じたかかわり」

教師が，児童一人一人の実態に応じて，

適切にかかわるために, のように(図４)

かかわり方の流れを考えた。

① 児童の実態把握

体力・運動能力調査や事前の意識調

査をもとに個々の児童について体力の

特徴や運動の実践状況を調べ，なかな

か運動意欲が高まらない児童や運動意

図４ 視点３の流れ

欲が高まっても持続しない児童を把握

する。特に気になる児童については，

性格面や生活の様子などについても把

握しておくようにする。

② 個に応じたかかわり

運動意欲を高めたり，持続させたり

するためには，教師の言葉掛けや姿勢

は大切である。このことについては，
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リー」を基に，体力つくりに関する指

導の場面を想定した言葉掛けを考案し

た ｡このような言葉掛けを有効(表１)

にするためには，教師と児童との信頼

関係を築くことが大切であるため，カ

ウンセリングマインドを生かした姿勢

で接していく ｡(表２)

③ 子どもの反応分析

教師のかかわりに対する児童の反応

を補助簿に記録し，変容を把握し，新

たな目標の提示や実践への賞賛など，

その後のかかわりに生かしていく。


